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（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 38,086 5.4 1,537 3.9 1,846 4.4 1,266 11.7
2022年３月期 36,123 5.8 1,479 30.4 1,769 32.1 1,132 41.2

（注）包括利益 2023年３月期 1,601百万円 （10.5％） 2022年３月期 1,449百万円 （△27.7％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年３月期 165.15 － 5.4 3.9 4.0
2022年３月期 147.10 － 5.1 4.0 4.1

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 40百万円 2022年３月期 49百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 46,313 23,885 51.3 3,144.54
2022年３月期 47,578 22,870 47.8 2,951.65

（参考）自己資本 2023年３月期 23,737百万円 2022年３月期 22,732百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年３月期 4,184 △4,176 △945 2,523
2022年３月期 2,788 △5,943 3,679 3,429

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 25.00 － 25.00 50.00 385 34.0 1.7

2023年３月期 － 25.00 － 30.00 55.00 419 33.3 1.8

2024年３月期（予
想）

－ 25.00 － 30.00 55.00 34.6

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭
通期 39,000 2.4 1,500 △2.5 1,700 △7.9 1,200 △5.2 158.97

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年３月期 7,740,000株 2022年３月期 7,740,000株
②  期末自己株式数 2023年３月期 191,216株 2022年３月期 38,440株
③  期中平均株式数 2023年３月期 7,666,130株 2022年３月期 7,701,679株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2023年３月期 29,190 4.9 1,034 11.7 1,243 2.4 803 9.4
2022年３月期 27,833 △1.7 925 22.9 1,214 22.3 734 27.7

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期 104.51 －
2022年３月期 95.11 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 44,582 22,038 49.4 2,912.53
2022年３月期 45,777 21,556 47.1 2,792.38

（参考）自己資本 2023年３月期 22,038百万円 2022年３月期 21,556百万円

※  注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：無
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（参考）個別業績の概要
2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであります。実際の業
績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。業績予想の前提となる仮定などにつ
いては、Ｐ．３をご参照ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

　当連結会計年度は、新型コロナウイルス感染症の影響による行動制限が緩和され、徐々に経済活動が正常化に向か

う一方、ウクライナ情勢の長期化やエネルギー資源をはじめとした諸物価の高騰、急激な円安の進行、人員の確保難

などから、物流を取り巻く環境は、貨物の荷動きが低調に推移し、厳しい状況が続きました。

　このような経営環境の中、当社グループでは、グループ各社の連携を一層強化し、営業の拡大、経営基盤の強化、

社会的責任の向上に取り組んでまいりました。

　国内総合物流事業では、穀物などの取扱いや倉庫保管残高が増加したものの、輸入青果物などの取扱いが減少しま

した。

　国際物流事業では、海外パートナーとの連携を活かし、新たなルートの構築に積極的に取り組んだことにより、輸

送貨物の取扱いが増加しました。

　一方、電力料金の高騰により、燃料動力費が大幅に増加し、収益が圧迫されました。

　以上の結果、当期の営業収入は380億８千６百万円（前期比19億６千２百万円、5.4％増収）、営業利益は15億３千

７百万円（前期比５千７百万円、3.9％増益）となり、営業収入、営業利益ともに前期を上回りました。

　営業外収支では、持分法による投資利益、為替差益を計上したことにより、経常利益は18億４千６百万円（前期比

７千７百万円、4.4％増益）、親会社株主に帰属する当期純利益は12億６千６百万円（前期比１億３千３百万円、

11.7％増益）となりました。

　新型コロナウイルス感染症拡大による業績への影響については、軽微でした。

　セグメントの概況は次のとおりです。

＊以下の営業収入及び営業利益は、セグメント間の取引を含んでいます。

○　国内総合物流事業

　国内総合物流事業の営業収入は314億３千２百万円（前期比3.8％増収）、営業利益は11億２千７百万円（前期

比1.9％減益）となりました。

≪倉庫業≫

　倉庫業の営業収入は115億６千１百万円（前期比5.7％増収）となりました。

　入出庫数量は342万トン（前期349万トン）、平均保管残高は37万トン（前期30万トン）でした。輸入青果物な

どの取扱いが減少しましたが、穀物などの取扱いが増加し、倉庫保管残高は前年同期を上回りました。

≪港湾運送業≫

　港湾運送業の営業収入は83億５千８百万円（前期比5.9％増収）となりました。

　コンテナ取扱数量は減少しましたが、穀物、残土などのばら積み貨物の取扱数量が増加し、498万トン（前期

456万トン）となりました。

≪自動車運送業≫

　自動車運送業の営業収入は58億１千５百万円（前期比2.6％減収）となりました。

　輸入青果物や石油化学品などの取扱いが減少しました。

≪その他の業務≫

　その他の業務の営業収入は56億９千６百万円（前期比3.9％増収）となりました。

　物流関連施設の賃貸に伴う収入が増加しました。

○　国際物流事業

　国際物流事業の営業収入は69億５千８百万円（前期比12.7％増収）、営業利益は４億１百万円（前期比26.7％

増益）となりました。

　アジア、欧州向け輸出貨物の取扱いが増加しました。
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（２）当期の財政状態の概況

（資産）

　当連結会計年度末の総資産は、前連結会計年度末に比べ12億６千５百万円減少し、463億１千３百万円となりまし

た。流動資産が現金及び預金の減少などに伴い、前連結会計年度末に比べ13億５千３百万円減少しました。

（負債）

　負債は、前連結会計年度末に比べ22億８千万円減少し、224億２千８百万円となりました。設備関係支払手形や未

払金が減少し、借入金も長期短期合わせて３億円減少しました。

（純資産）

　純資産は、前連結会計年度末に比べ10億１千４百万円増加し、238億８千５百万円となりました。利益剰余金やそ

の他有価証券評価差額金が増加しました。

　この結果、自己資本比率は51.3％で前連結会計年度末に比べ3.5ポイント上昇しました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　当連結会計年度の現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末より９億５百万円減少し、25億２千３百万

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、補助金の受取額があったことなどにより、前連結会計年度に比べ13億９千

６百万円増加し、41億８千４百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、41億７千６百万円の純支出となりました。固定資産の取得による支出が減

少したことなどにより、前連結会計年度に比べ17億６千６百万円純支出が減少しました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、９億４千５百万円の純支出となりました。長期借入れによる収入が減少し

たことなどにより、前連結会計年度に比べ46億２千４百万円純支出が増加しました。

（４）今後の見通し

　日本経済は、新型コロナウイルス感染症による経済活動への影響は緩和していくものとみられる一方、ウクライナ

情勢の長期化やエネルギー資源をはじめとした諸物価の高騰などによる影響が継続することが予測され、厳しい経営

環境が続く見通しです。

　このような経営環境の中、当社グループは、営業の拡大、経営基盤の強化、社会的責任の向上に努めてまいりま

す。

　現時点での2024年３月期の連結業績は、営業収入390億円、営業利益15億円、経常利益17億円、親会社株主に帰属

する当期純利益12億円を見込んでいます。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは日本基準を適用しており、当面変更の予定はありません。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,829 2,923

受取手形、営業未収入金及び契約資産 4,307 4,196

原材料及び貯蔵品 239 248

前払費用 184 171

その他 1,453 1,119

貸倒引当金 △2 △0

流動資産合計 10,012 8,658

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 57,757 58,460

減価償却累計額 △41,655 △42,547

建物及び構築物（純額） 16,102 15,913

機械及び装置 21,789 21,843

減価償却累計額 △18,383 △18,514

機械及び装置（純額） 3,405 3,329

船舶及び車両運搬具 1,372 1,412

減価償却累計額 △1,206 △1,281

船舶及び車両運搬具（純額） 166 130

工具、器具及び備品 1,079 1,148

減価償却累計額 △887 △933

工具、器具及び備品（純額） 192 215

土地 9,205 9,210

リース資産 93 128

減価償却累計額 △47 △64

リース資産（純額） 46 63

建設仮勘定 143 0

有形固定資産合計 29,261 28,863

無形固定資産

リース資産 0 －

その他 269 424

無形固定資産合計 269 424

投資その他の資産

投資有価証券 6,304 6,649

長期貸付金 3 3

繰延税金資産 191 190

その他 1,563 1,546

貸倒引当金 △27 △24

投資その他の資産合計 8,035 8,366

固定資産合計 37,566 37,654

資産合計 47,578 46,313

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 3,389 3,253

短期借入金 5,849 5,259

リース債務 19 26

未払金 1,322 897

未払法人税等 287 289

設備関係支払手形 1,833 460

その他 1,228 1,184

流動負債合計 13,930 11,370

固定負債

長期借入金 8,823 9,112

リース債務 27 38

繰延税金負債 35 106

退職給付に係る負債 1,637 1,559

役員退職慰労引当金 9 －

資産除去債務 44 41

その他 200 198

固定負債合計 10,777 11,057

負債合計 24,708 22,428

純資産の部

株主資本

資本金 8,260 8,260

資本剰余金 5,181 5,181

利益剰余金 7,534 8,414

自己株式 △63 △263

株主資本合計 20,913 21,593

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,652 1,922

為替換算調整勘定 171 152

退職給付に係る調整累計額 △5 69

その他の包括利益累計額合計 1,818 2,143

非支配株主持分 138 147

純資産合計 22,870 23,885

負債純資産合計 47,578 46,313
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業収入 36,123 38,086

営業原価 32,592 34,264

営業総利益 3,530 3,821

販売費及び一般管理費 2,051 2,283

営業利益 1,479 1,537

営業外収益

受取利息 2 0

受取配当金 184 214

受取地代家賃 83 78

持分法による投資利益 49 40

為替差益 20 60

投資有価証券売却益 7 －

その他 105 103

営業外収益合計 452 497

営業外費用

支払利息 121 149

その他 41 38

営業外費用合計 163 188

経常利益 1,769 1,846

特別利益

固定資産売却益 3 3

投資有価証券売却益 － 82

特別利益合計 3 86

特別損失

固定資産除却損 197 173

特別損失合計 197 173

税金等調整前当期純利益 1,574 1,758

法人税、住民税及び事業税 464 503

法人税等調整額 △36 △21

法人税等合計 427 482

当期純利益 1,146 1,276

非支配株主に帰属する当期純利益 13 10

親会社株主に帰属する当期純利益 1,132 1,266

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 1,146 1,276

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 145 268

為替換算調整勘定 △8 △22

退職給付に係る調整額 160 74

持分法適用会社に対する持分相当額 5 5

その他の包括利益合計 302 325

包括利益 1,449 1,601

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 1,435 1,591

非支配株主に係る包括利益 13 10

（連結包括利益計算書）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,260 5,181 6,811 △62 20,191

会計方針の変更による累積
的影響額

△24 △24

会計方針の変更を反映した当
期首残高

8,260 5,181 6,787 △62 20,167

当期変動額

剰余金の配当 △385 △385

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,132 1,132

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 746 △0 746

当期末残高 8,260 5,181 7,534 △63 20,913

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る調
整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1,508 173 △165 1,516 125 21,832

会計方針の変更による累積
的影響額

△24

会計方針の変更を反映した当
期首残高

1,508 173 △165 1,516 125 21,808

当期変動額

剰余金の配当 △0 △386

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,132

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

144 △2 160 302 13 316

当期変動額合計 144 △2 160 302 13 1,061

当期末残高 1,652 171 △5 1,818 138 22,870

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 8,260 5,181 7,534 △63 20,913

会計方針の変更による累積
的影響額

－

会計方針の変更を反映した当
期首残高

8,260 5,181 7,534 △63 20,913

当期変動額

剰余金の配当 △385 △385

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,266 1,266

自己株式の取得 △200 △200

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 880 △200 679

当期末残高 8,260 5,181 8,414 △263 21,593

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る調
整累計額

その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 1,652 171 △5 1,818 138 22,870

会計方針の変更による累積
的影響額

－

会計方針の変更を反映した当
期首残高

1,652 171 △5 1,818 138 22,870

当期変動額

剰余金の配当 △0 △386

親会社株主に帰属する当期
純利益

1,266

自己株式の取得 △200

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

269 △19 74 325 10 335

当期変動額合計 269 △19 74 325 9 1,014

当期末残高 1,922 152 69 2,143 147 23,885

当連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,574 1,758

減価償却費 1,880 2,091

引当金の増減額（△は減少） △2 △13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 87 29

固定資産処分損益（△は益） 194 170

借地権利金償却額 18 18

投資有価証券売却損益（△は益） △7 △82

受取利息及び受取配当金 △186 △214

支払利息 121 149

持分法による投資損益（△は益） △49 △40

売上債権の増減額（△は増加） △251 149

仕入債務の増減額（△は減少） 444 △183

その他 △722 101

小計 3,101 3,933

利息及び配当金の受取額 192 216

利息の支払額 △117 △150

法人税等の支払額 △389 △494

補助金の受取額 － 679

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,788 4,184

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △450 △502

定期預金の払戻による収入 450 502

固定資産の取得による支出 △5,836 △4,167

固定資産の売却による収入 3 3

固定資産の除却による支出 △170 △117

資産除去債務の履行による支出 △4 △3

投資有価証券の取得による支出 △18 △19

投資有価証券の売却による収入 23 121

貸付けによる支出 △543 △38

貸付金の回収による収入 604 45

その他 △2 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,943 △4,176

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 30 △62

長期借入れによる収入 5,500 2,200

長期借入金の返済による支出 △1,442 △2,470

自己株式の取得による支出 △0 △200

配当金の支払額 △384 △384

非支配株主への配当金の支払額 △0 △0

リース債務の返済による支出 △22 △26

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,679 △945

現金及び現金同等物に係る換算差額 18 31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 543 △905

現金及び現金同等物の期首残高 2,886 3,429

現金及び現金同等物の期末残高 3,429 2,523

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱いの適用）

　当社及び一部の国内連結子会社は、第１四半期連結会計期間から、連結納税制度からグループ通算制度へ移行し

ております。これに伴い、法人税及び地方法人税並びに税効果会計の会計処理及び開示については、「グループ通

算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号　2021年８月12日。以下「実務

対応報告第42号」という。）に従っております。また、実務対応報告第42号第32項(1)に基づき、実務対応報告第

42号の適用に伴う会計方針の変更による影響はないものとみなしております。
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（連結貸借対照表関係）

偶発債務

前連結会計年度（2022年３月31日）

（当社川崎支店の火災について）

　当社川崎支店において、2019年４月16日にベルトコンベアから火災事故が発生し、近隣の施設に延焼しました。

　これに対し当社は、以下のとおり、延焼した施設で発電事業を行っている株式会社京浜バイオマスパワー、また

発電施設の所有者である出光興産株式会社より2022年３月28日付にて、当社に対する損害賠償請求訴訟が提起さ

れ、2022年５月23日に訴状の送達を受けました。

　訴訟の推移によっては、将来金銭的負担が生じる可能性がありますが、現時点では連結財務諸表に与える影響を

合理的に見積もることは困難な状況です。

１．訴訟を提起した者の概要

（1）名称：①株式会社京浜バイオマスパワー

②出光興産株式会社

（2）所在地：①神奈川県川崎市川崎区扇町18番１号

②東京都千代田区大手町一丁目２番１号

（3）代表者の役職・氏名：①代表取締役　久西律行

②代表取締役　木藤俊一

２．損害賠償請求金額（遅延損害金を除く）

①37億9,423万8,105円

②２億6,486万7,975円

当連結会計年度（2023年３月31日）

（当社川崎支店の火災について）

　当社は、以下のとおり、2022年３月28日付で損害賠償請求訴訟を提起され、2022年５月23日に訴状の送達を受け

ました。

１．訴訟の概要

　当社川崎支店において、2019年４月16日にベルトコンベアから火災事故が発生し近隣の施設に延焼しまし

た。これに対し、延焼した施設で発電事業を行っている株式会社京浜バイオマスパワー、また発電施設の所有

者である出光興産株式会社より2022年３月28日付にて、当社に対する損害賠償請求訴訟が提起されました。

２．訴訟を提起した者の概要

（1）名称：①株式会社京浜バイオマスパワー

②出光興産株式会社

（2）所在地：①神奈川県川崎市川崎区扇町18番１号

②東京都千代田区大手町一丁目２番１号

（3）代表者の役職・氏名：①代表取締役　久西律行

②代表取締役　木藤俊一

３．損害賠償請求金額（遅延損害金を除く）

①37億9,423万8,105円

②２億6,486万7,975円

４．今後の見通し

　当社としては、事実関係の認識などに相違があるため、訴状の内容を精査のうえ、適切に対処していきま

す。訴訟の推移によっては、将来金銭的負担が生じる可能性がありますが、現時点では連結財務諸表に与える

影響を合理的に見積もることは困難な状況です。
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（セグメント情報等）

セグメント情報

(１)報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、当社の各支店及び連結子会社を営業活動の拠点として事業を展開しております。

　したがって当社は、当社の各支店及び連結子会社を基礎としたセグメントから構成されており、各セグメント

の事業内容や特徴等を勘案して集約した「国内総合物流事業」、「国際物流事業」を報告セグメントとしており

ます。

(２)報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢

価格に基づいております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸
表計上額国内総合

物流事業
国際物流

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 30,186 5,936 36,123 － 36,123

セグメント間の内部売上高又は振替高 98 236 334 △334 －

計 30,285 6,173 36,458 △334 36,123

セグメント利益 1,150 316 1,466 13 1,479

セグメント資産 46,510 1,403 47,913 △335 47,578

その他の項目

減価償却費 1,875 4 1,880 － 1,880

持分法適用会社への投資額 461 67 528 － 528

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 5,861 13 5,875 － 5,875

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

連結財務諸
表計上額国内総合

物流事業
国際物流

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 31,354 6,731 38,086 － 38,086

セグメント間の内部売上高又は振替高 77 226 303 △303 －

計 31,432 6,958 38,390 △303 38,086

セグメント利益 1,127 401 1,528 9 1,537

セグメント資産 45,324 1,431 46,755 △441 46,313

その他の項目

減価償却費 2,083 8 2,091 － 2,091

持分法適用会社への投資額 464 101 565 － 565

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 2,523 8 2,532 － 2,532

(３)報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自2021年４月１日　至2022年３月31日）

　（注）１．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

当連結会計年度（自2022年４月１日　至2023年３月31日）

　（注）１．調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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前連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

１株当たり純資産額 2,951.65円 3,144.54円

１株当たり当期純利益金額 147.10円 165.15円

前連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（百

万円）
1,132 1,266

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期

純利益金額（百万円）
1,132 1,266

期中平均株式数（千株） 7,701 7,666

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりです。

（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2023年５月15日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同

法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

１．取得の理由

株主さまへの価値向上政策及び株式市場で適正な評価を得るための取り組みに基づき、自己株式を取得するも

のです。

２．取得の内容

（１）取得する株式の種類　　当社普通株式

（２）取得する株式の総数　　134,900株（上限）

（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合1.78％）

（３）株式の取得価額の総額　200,000,000円（上限）

（４）取得の期間　　　　　　2023年５月16日～2023年９月29日

（５）取得の方法　　　　　　東京証券取引所における市場買付け

（ご参考）　2023年３月31日現在の自己株式の保有状況

発行済株式総数　　　7,740,000株

自己株式数　　　　　　173,091株
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